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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 





IEEE802.11ax では、分割された周波数帯域を複数ユーザに割り当てる OFDMA ラン
ダムアクセスが新たに採用される。この OFDMA の性能を最大限発揮するためには、
適切なMACパラメータを設計する必要がある。 










































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
無線端末の稠密環境における通信性能の劣化を改善するために次世代無線 LAN規格
IEEE802.11ax の国際標準化が進んでいる。そこで新たに採用される OFDMA ランダ
ムアクセスの性能を最大限発揮するためには、適切なMACパラメータを設計する必要
がある。 
本論文では OFDMA ランダムアクセスの性能を高精度に解析可能な性能解析モデル
を構築し、各MACパラメータに着目した性能解析により、MACパラメータの設計指
針を示している。さらに、環境に応じたMACパラメータを設計・通知する手法を提案
している。これにより、稠密環境における通信性能を大きく改善できる。実際に、計算
機シミュレーションにおいて、提案手法を用いることで OFDMA ランダムアクセス性
能を最大限発揮できていることを確認し、その有効性を示している。 
このように本論文の内容は、稠密環境における無線 LANネットワーク構築とその運用
に大いに貢献するものであり、工学的価値が高い。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
